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業績予想の修正及び特別損益の計上についてのお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 11 月 24 日の中間決算発表時に公表した平成 19

年 3月期（連結、個別）の業績予想の修正及び特別損益の計上についてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期個別業績予想数値の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31 日） 

                                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成18年11月24日発表） 
２４，１００ ３００ １５０ 

今回修正予想     （Ｂ） ２３，２３３ ４１ ３７８ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △８６７ △２５９ ２２８ 

増減率         （％） △３．６ △８６．３ １５２．０ 

前期（平成18年3月期）実績 ２５，０７０ △１６８ △１，８２９ 

 

２．通期連結業績予想数値の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31 日） 

                                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成18年11月24日発表） 
２７，３００ ３００ １８０ 

今回修正予想     （Ｂ） ２６，３０６ ２５ ４２８ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △９９４ △２７５ ２４８ 

増減率         （％） △３．６ △９１．７ １３７．８ 

前期（平成18年3月期）実績 ２８，２３１ △２６７ △１，８５８ 

 

３．修正の理由 

 （1）個別業績予想 

外食産業全体としては需要回復の兆しが見えるものの、焼肉業界はまだ、米国ＢＳＥのダ

メージから立ち直ったとは言い難く、牛肉の消費量が日本のＢＳＥの時より落ち込み、また、

飲酒運転取り締り強化もあって、当会計年度の売上高は前回予想を下回る見込みとなりまし

た。 

また、利益面につきましては、米国産牛肉の輸入再開により、食肉市場全体の需給バラン

スの変化による価格の低減が期待されましたが、春までは日本に輸出可能な月齢20ヶ月以



下の肉牛が少なく輸入量が僅少であったことと、オーストラリア産牛肉が記録的な干ばつに

より昨秋から高値を維持したことにより、原価率が計画より下がりませんでした。また、売上

総利益の減少を補うため販売費及び一般管理費などの費用の削減に努めましたが、求人難

による募集コスト増や、シンジケート・ローンの繰上返済に伴うアレンジメント・フィーの一括償

却額 1 億 20 百万円（支払利息）等の発生もあり経常利益は当初予想を下回る見込みとなり

ました。 

当社は、長期的な収益基盤の強化の為、借入金債務の圧縮を行なっており、これに伴い

固定資産売却益 34 億 70 百万円、固定資産売却損 20 億 84 百万円などの特別損益を計上

したことにより、当期純利益は、当初予想を上回る見込みとなりました。 

なお、次年度以降の利益につきましては、現在行なっている「総資産・借入金債務圧縮」施

策により、支払利息等が大幅に減少します。 

また、原材料につきましては、オーストラリア産牛肉も干ばつの影響が薄れて来ており、米

国産牛肉の輸入も拡大する見通しもあり、４月からのメニュー改訂ではポーションをＢＳＥ発

生前と同じ 1 人前 100ｇに増量しております。また、当社が現在取り組んでいる効率化などの

収益拡大効果が段階的に発揮されることなどから、確実に回復していくものと考えておりま

す。 

 

 （2）連結業績予想 

  連結業績予想の修正は、主に個別業績予想の修正によるものです。 

 

４．特別損益の計上について 

 下記のとおり、特別利益が発生します。 

（1）個別特別利益 

1.固定資産売却益 34 億 70 百万円 

2.役員退職慰労引当金戻入益 30 百万円 

3.保険金収入 40 百万円 

4.その他 11 百万円 

（特別利益計） 35 億 52 百万円 

 

（2）連結特別利益 

1.固定資産売却益 35 億 21 百万円 

2.役員退職慰労引当金戻入益 30 百万円 

3.保険金収入 40 百万円 

4.その他 19 百万円 

（特別利益計） 36 億 12 百万円 

 

 下記のとおり、特別損失が発生します。 

（1）個別特別損失 

1.固定資産売却損 20 億 84 百万円 

2.固定資産除却損 89 百万円 

3.減損損失 7 億 56 百万円 

4.関係会社株式評価損 36 百万円 

5.その他 19 百万円 

（特別損失計） 29 億 85 百万円 

 

 

 

 



 

（2）連結特別損失 

1.固定資産売却損 20 億 84 百万円 

2.固定資産除却損 89 百万円 

3.減損損失 7 億 56 百万円 

4.その他  16 百万円 

（特別損失計） 29 億 45 百万円 

 

 

５．配当の状況等 

 期末の利益配当につきましては、当初の予定通り１株につき５円は変更せず、復配とさせてい

ただく予定です。 

 

 

（注） 上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


